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●二重星団（ｈ－χ）………散開星団
　ペルセウス座にある散開星団で、２つの散開星団が仲良く並んでいるところからこの名が付い

ています。カシオペヤ座との境あたりにあり、夜空の暗い所なら肉眼でも見つけることができます。

望遠鏡や双眼鏡を使うと、たくさんの星が集まっている様子を観察することができます。

●かに星雲（Ｍ１）………超新星残骸
　1054年に、おうし座のこの場所に超新星（星が一生の終わりに大爆発を起こすことがある。）

が出現しました。その時の残骸がこの天体で、中心付近にはパルサー（中性子星）があります。

星雲は今も膨張を続けています。

に じゅうせい だん エイチ　　 カイ さん かい せい だん

ちょうしん せい ざん がいせい うん

ざ

しゅつげん

いませい うん ぼうちょう つづ

とき てん たい ちゅうしん  ふ   きん ちゅうせい  し  せい

ば  しょ ちょうしんせい ほし いっしょう お だい ばく はつ おねん

ざ

ぼう えんきょう そうがんきょう つか ほし あつ よう  す かん さつ

ざ さかい よ  ぞら くら ところ にく がん み

さん かい せい だん さん かい せい だん なか なら なよ つ

みなみ

みぎ

かん  ぼう

み ざ

ざ なんちゅう

なんちゅう なんちゅうざ

ふん   ご

なか

まえ  あし

ま なか むす せん

みなみ の て

うしろあし ほし むす せん の

め   やす みなみ       した し   せん　　   うつ

ざ

ま

やく

ふん   ご

ざ ふゆ だい  さん  かく め  じるし

ず じ   こく さん  こう

なんちゅう  じ   こく ぜん   ご ふん

ち    へい  せん とお み ば   しょ えら みなみがわ あ やま ちゅう ふく

天文台で見てみよう天文台で見てみよう
てん  もん   だいてん  もん   だい みみ

　南の地平線が遠く見わたせる場所を選びましょう。南側が開けた山の中腹などが

おすすめです。右の図とおおよその時刻を参考にしてチャレンジしてみてくださ

い。南中時刻の前後30分くらいが観望のチャンスです。

　カノープスを見つけるには、オリオン座やおおいぬ座、冬の大三角などを目印に

するとよいでしょう。オリオン座のベテルギウスが南中してから約30分後にカノー

プスが南中し、さらにその20分後くらいにおおいぬ座のシリウスが南中します。ベ

テルギウスとシリウスの真ん中を目安にし、そこから南（下）へと視線を移していく

とよいでしょう。あるいは、おおいぬ座の前足と後足の星を結んだ線を伸ばしてい

ってもよいでしょう。ベテルギウスとプロキオンの真ん中とシリウスを結び、その線

を南へ伸ばしていくという手もあります。

カノープスの見つけ方は？カノープスの見つけ方は？
み かたみ かた

★天文台だより★★天文台だより★★天文台だより★

イベント情報

開館情報

施設見学（火～日） 2月末まで10時～16時 3月から10時～17時
天体観望（金･土･日･祝日） 2月末まで18時～21時 3月から19時～22時
※天候不良時は「星空解説」等を実施

※詳細は、ぐんま天文台Webページをご覧ください。

17

17

291

120

145

145

353

353

県立
ぐんま天文台

小野子山 子持山

渋川駅

至前橋

渋川伊香保I.C.

伊香保温泉●

高山温泉●

たかやま高原牧場●

北群馬橋

白井上宿

国民宿舎わらび荘●

●ロックハート城

●●

●●吾妻線

榛名山

至草津

中之条駅

至四万

至水上至三国峠

上越新幹線
上毛高原駅

沼田駅 沼田I.C.

至尾瀬
・日光

月夜野I.C.

みなかみ町

中之条町

沼田市

高山村

渋川市

上
越
線

関
越
自
動
車
道

天文台の所在地を示す地図

2009年12月13日(日)  ふたご座流星群 説明会＆観察会
流れ星や流星群についての講演会を行うほか、天気が良ければ深夜に観察会を行います。

2010年3月13日(土)～14日(日)  冬のダイヤモンドを探そう
観察広場で冬の星座を観察します。ボランティアによる自主企画です。

講師をお招きして、宇宙や天文学
について熱く語っていただきます。
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「りゅうこつ座」という星座にあるカ
ノープスは、明るさが－0.7等の白
い星です。「りゅうこつ（竜骨）」とい
うのは、巨大な船の骨組み（船底の
背骨の部分）のことで、ギリシャ神
話に登場する「アルゴ船」という船
の一部です。
　カノープスは、おおいぬ座のシリ
ウス（－1.5等）に次いで全天で２番
目の明るさをもっていますが、マン
ガの説明のとおり、地平線ぎりぎり
に姿を見せるだけなので、本来より
もやや暗く赤っぽい色に見えます。
　群馬県からは何とか見ることは
できますが、東北地方から北では、
見ることができなくなってしまいま
す。逆に、南に行けば行くほど見や
すくなり、沖縄県あたりでは地平線
から10度くらいの高さに明るく輝
いて見えます。南半球のオーストラ
リアやニュージーランドなどでは、
見上げるような位置に輝くようすを見ることができます。
　地球上でも見る場所によって、星空のようすもずいぶん変わるの
ですね。

〝カノープスを見ると、長生きできる〞という話があります。中国では、カ
ノープスは「南極老人星」あるいは「寿星」などと呼ばれています。「南
極老人」というのは、長寿と幸福をつかさどる神様のことで、日本では
七福神の「寿老人」や「福禄寿」として親しまれています。中国では、南
が縁起のよい方角と考えられており、冬の限られた時にしか姿を目にす
ることのできない「南極老人星」が見えるというのは、めったにない、
ありがたいことと考えられたのでしょう。中国の昔の都である洛陽や長
安は、東京とほぼ同じくらいの緯度にありますので、当時の人々 も、同じ
ように地平線すれすれのカノープスを見ていたのでしょうね。

【アルゴ船をつくる４星座】
アルゴ船は、りゅうこつ座、とも座、ほ座、
らしんばん座の４つからなります。

オーストラリアで見た、沈むオリオン座
とカノープス
（日本国内とは沈む角度がずいぶん違いますね。）

ぐんま天文台から見た、カノープス
が南中した時のようす
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12月中旬の0時30分ころ
1月中旬の22時30分ころ
2月中旬の20時30分ころ

（半月ごとに１時間ずつ早くなります）

ステラナビゲーターVer.8にて作成

■ 火～金の昼間のイベント
（団体予約との競合により会場やスタッフが確保できない場合は中止）
14時～「2階展示解説ツアー」
15時～「150cm望遠鏡デモンストレーション」

■ 土･日･祝日の昼間のイベント
11時30分～「昼間の星」
　（天候不良時は「宇宙の立体投影」）
14時～ 「館内案内ツアー」
15時～ 「宇宙の立体投影」
　（他のイベントで映像ホールを使用
　 している場合は中止） 
上記のほか、スタンプラリーやクイズラリー
にも参加できます（昼間のみ・毎日）。

　 年末年始の休館日
12月27日(日)～
　　　　1月5日(火)は閉館。
（新年は1月6日(水)から開館）
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開館時間

明るさ：－0.7等
距離：約310光年
表面の温度：7500度（太陽は6000度）
大きさ：太陽の約70倍（超巨星）

カノープス・データファイル

ざん がい


